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凱

なんでも，できる自由な時代

でも

7月は『冑少年を非行から守る全国強調月間』

　「まちづくりの原点は、人づくり」だとも言われて

います。しかし昨今、人づくりの主体となる青少年を

取り巻く社会環境の悪化が全国的に大きな社会問題に

なっています。7月の「青少年を非行から守る全国強

調月問」にあたり、十日町市でも大きな問題になって

きている少年非行と、問題をはらんでいるテレクラ進

出について、最近の状況をお知らせします。

ザ
・

　
右
下
表
の
十
日
町
警
察
署
管
内
に

お
け
る
少
年
補
導
（
窃
盗
）
状
況
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
十
日
町
市
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
地
内
で
、

実
際
に
表
面
化
し
た
少
年
非
行
の
う

ち
の
窃
盗
犯
の
数
字
で
す
。
上
段
が

窃
盗
総
数
、
下
段
は
そ
の
う
ち
の
万

引
き
に
よ
る
補
導
件
数
で
す
。
率
に

し
て
平
成
7
年
は
約
7
9
％
、
総
数
の

一
番
多
い
3
年
が
約
72
％
と
、
い
か

に
万
引
き
が
多
い
か
と
い
う
こ
と
が

7
月
4
日
㈲
タ
方
、
大
型
店
3
店
舗
前
で
非

行
防
止
の
街
頭
P
R
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十日町警察署管内における少年補導（窃盗）状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は女子で内数

　区分

年次
総数

学　生　・　生　徒
小計 有職 無職

小学生 中学生 高校生

平7年 71（34） 8（） 24（11） 36（22） 68（33） 1（） 2（1）

万引き 56（32） 7（） 19（9〉 29（22） 55（31〉 （） 1（1）

6年 24（12） 1（） 8（3） 14（9） 23（12） （） 1（）

万引き 20（12） （） 8（3〉 12（9〉 20（12） （） （）

5年 29（11） 1（） 12（） 13（10） 26（10） 3（1） （）

万引き 2㊨（10） 1（〉 12（〉 12（9） 25（9） 1（1） （）

4年 43（17） 1（） 21（3） 18（14） 40（17） 2（） 1（）

万引き 32磁7） 1（） 13（3） 18（14） 32（17）， （） （）

3年 90（31） （） 50（12） 30（18） 80（30） 5（） 5（1）

万引き 65（31） （） 35（12〉 28（18） 63（30〉 1（） 1（1）

ス
ト
ツ
ブ
，
・

　
　
　
　
　
右
肩
上
が
り
の
少
年
非
行

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
魚
沼
郡

内
の
数
字
と
は
言
う
も
の
の
大
半
が

十
日
町
市
内
で
の
出
来
事
で
す
。

　
こ
の
出
来
事
も
3
年
を
ピ
ー
ク
に

幸
い
に
も
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
ま

し
た
が
、
7
年
は
急
激
な
伸
び
に
な

り
ま
し
た
。
小
・
中
・
高
校
生
と
も

に
大
幅
に
増
え
た
た
め
で
す
。
そ
れ

も
万
引
き
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
桁
と
い
う
も
の
の
小
学
生
の
伸

び
が
目
立
ち
ま
す
。
非
行
の
低
年
齢

化
傾
向
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
カ
ッ

コ
内
の
女
子
の
数
字
の
伸
び
が
目
立

ち
ま
す
。
小
学
生
は
0
人
で
す
が
、

中
・
高
校
生
に
な
る
に
つ
れ
て
増
え

て
い
ま
す
。
高
校
生
で
は
圧
倒
的
な

数
と
な
り
、
2
2
人
す
べ
て
が
万
引
き

に
よ
る
も
の
で
す
。

表
面
に
出
な
い

　
　
　
　
出
釆
事
に
注
意

　
7
年
の
万
引
き
に
よ
る
被
害
状
況

を
見
る
と
、
被
害
金
品
の
数
量
が
5

5
4
点
、
被
害
総
額
は
約
3
0
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
被
害
品
は
①

C
D
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
類
②
コ
ロ
ン
、

十日町警察署版「妻有の少年補導」より抜粋

口
紅
な
ど
の
化
粧
品
③
ブ
ラ
ウ
ス
、

ス
カ
ー
ト
な
ど
の
衣
類
、
下
着
類
④

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ガ
ム
な
ど
の
ス
ナ

ッ
ク
菓
子
類
で
す
。

　
万
引
き
を
す
る
と
い
う
背
景
に
は
、

「
万
引
き
は
泥
棒
だ
」
と
い
う
犯
罪

に
対
す
る
罪
悪
感
が
薄
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
し
か
も
大

胆
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
数
字
は
表
面
化
し
た
も

の
だ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
数

字
に
表
れ
な
い
出
来
事
に
対
し
て
も

親
と
し
て
大
人
と
し
て
十
分
に
注
意

を
は
ら
い
、
監
視
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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㌧
避

　
高
校
前
に
は
る
な
ん
て
　
怒
り
の

テ
レ
ク
ラ
ビ
ラ
撤
去
f
6
月
3
0
日

㈲
．
新
潟
日
報
の
記
事
の
見
出
し
で

す
。
松
代
町
の
出
来
事
で
、
松
代
高

校
前
や
ふ
る
さ
と
会
館
付
近
の
電
柱

な
ど
、
若
者
の
目
に
つ
き
や
す
い
場

所
に
集
中
的
に
は
ら
れ
た
テ
レ
ホ
ン

ク
ラ
ブ
の
ビ
ラ
を
、
地
区
の
少
年
補

導
員
連
絡
会
と
安
塚
警
察
署
が
中
心

に
な
っ
て
ビ
ラ
の
撤
去
作
業
を
し
た

と
い
う
記
事
で
し
た
。

　
記
事
の
中
で
、
「
よ
そ
ご
と
と
思
っ

て
い
た
が
、
こ
ん
な
山
間
に
も
は
る

と
は
・
－
」
と
の
関
係
者
の
怒
り
と
驚

き
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
十
日
町
市
内
で
も
実
際
に

起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
で
す
。

　
つ
い
最
近
、
6
月
8
宿
㈹
ご
ろ
の

夜
、
は
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
十

日
町
駅
付
近
や
昭
和
町
通
り
な
ど
、

松
代
町
と
同
じ
よ
う
に
高
校
生
等
の

目
に
つ
き
や
す
い
場
所
で
す
。
市
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
撤
去
作
業

の
手
続
き
後
（
電
柱
所
有
者
の
東
北

電
力
、
N
T
T
が
無
許
可
で
ポ
ス
タ

ー
を
は
っ
た
テ
レ
ホ
ン
業
者
に
期
限

付
き
で
撤
収
す
る
旨
を
伝
え
る
）
、
n

日
㈹
が
ら
2
・
3
日
か
け
て
強
力
な

粘
着
力
の
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
よ
う
や

タ
ー
は
約
8
0
枚
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
に
先
駆
け
た

　
　
　
　
　
防
止
運
動

　
昨
年
H
月
2
8
日
㈹
、
市
民
会
館
に

お
い
て
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会

議
（
西
野
幸
雄
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
「
有
害
環
境
浄
化
市
民
総
決
起
大

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
青
少
年
に
被
害
が
及
び
全
国
で

問
題
視
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ

の
市
内
進
出
を
水
際
で
食
い
止
め
よ

う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は

初
め
て
の
も
の
で
し
た
。

　
①
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
の
被
害
を

な
く
す
た
め
、
テ
レ
ク
ラ
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
を
は
ら
せ
な
い
よ
う
監
視
を

強
め
る
。

　
②
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
カ
ー
ド
自
動
販

売
機
の
設
置
に
反
対
し
、
「
土
地
を
貸

さ
な
い
．
置
か
せ
な
い
」
運
動
を
進

め
る
。

　テレホンクラブの略で、いわゆる店舗型とツーショッ

ト型があります。

　店舗型は、営業所内のあらかじめ電話機が設置された

個室で待機している客（男性）が、女性からの電話を待

ち・鱗舞騨％麟響癒，．、
ツ憾ヨツ難薮鰹鋼性）欝轟難欝…欝売
機で利用カードを購入し、そのカード1藷己載さ燕鞭番号

に電話し、会員番号・騒懇誘鷹懇纏簸プッ漆欝すると営

業所内のツーショット籔撫繋嘆羅蕪慰り、懸欝一ダイヤ

ルで電話してきた不特定の女性と会話をする仕組みです。

　いずれも、女性はフリーダイヤル（無料）で利用でき

ることから、少女たちが興味本位で電話をかけ、性的被

害にあう事例が見受けられます。

　
③
有
害
な
コ
ミ
ッ
ク
誌
・
ビ
デ
オ

等
を
青
少
年
に
「
見
せ
な
い
・
売
ら

な
い
．
買
わ
せ
な
い
」
運
動
を
進
め

る
。
　
こ
の
3
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議

し
、
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
幸

い
ま
だ
被
害
の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
安
心
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
最
近
、
市
内
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク

ス
に
置
か
れ
て
い
た
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

ダ
イ
ヤ
ル
の
チ
ラ
シ
に
は
、
「
2
4
時
問

営
業
・
年
中
無
休
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
自
動
販
売
機
、
好
評
に
つ
き
近
々

増
設
予
定
！
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

固
囲
国
團
国
園

一
声
か
け
て

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
十
日
町
市
に
は
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

少
年
補
導
委
員
の
皆
さ
ん
が
3
0
人
（
男
性
2
4

人
、
女
性
6
人
）
い
ま
す
。
任
期
は
3
年
間

（
平
成
7
～
9
年
度
）
。
3
人
編
成
の
1
0
班
に

分
か
れ
、
年
問
を
通
し
て
2
日
に
1
回
は
い

ず
れ
か
の
班
が
街
頭
補
導
に
出
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
度
は
実
施
回
数
1
6
8
回
、
延
べ

5
3
4
人
の
出
動
で
、
補
導
（
注
意
）
し
た

少
年
数
は
4
7
2
人
に
な
り
ま
し
た
。
補
導

内
容
は
ゲ
ー
ム
機
遊
び
が
2
5
3
人
、
交
通

ル
ー
ル
無
視
が
1
5
5
人
と
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。
5
年
度
の
補
導
少
年
数
は
3
3
2

人
、
6
年
度
が
2
0
2
人
で
す
か
ら
昨
年
度

は
大
幅
に
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
効
薬
は

市
民
パ
ワ
ー
の
発
揮

　
こ
う
し
た
テ
レ
ク
ラ
ポ
ス
タ
ー
等

を
は
る
行
為
を
見
た
時
や
、
は
っ
て

あ
る
現
場
を
見
た
時
は
す
ぐ
に
市
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
か
警
察
署
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
「
は
ら
れ
た
ら
」
す

ぐ
に
「
は
が
す
」
ー
ま
さ
に
根
比

べ
。
市
民
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
有

害
図
書
・
ビ
デ
オ
の
自
動
販
売
機
設

置
の
勧
誘
業
者
に
対
し
て
は
土
地
を

貸
さ
な
い
よ
う
、
頑
と
し
て
断
り
ま

し
ょ
う
。

　
昭
和
5
7
年
度
か
ら
補
導
委
員
を
引
き
受
け

た
春
日
敏
男
委
員
長
さ
ん
は
、
「
私
た
ち
に
は

何
の
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
に
余
る
子
供

た
ち
が
い
た
時
は
、
一
声
か
け
て
注
意
を
呼

び
か
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
人
の
子

供
に
対
し
て
も
、
こ
う
し
た
呼
び
か
け
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
親
の
責
任
が
第
一
で
は

あ
り
ま
す
が
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第6班。6月29日仕）、妻有ショッピングセ

ンター内を巡回しました。写真左から太

田松雄さん、春日敏男さん、古沢一夫さん

平成8年7月10日号3
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転
、
懸
霧
蝋
鑑
鰯

かぜ　はしら

「風の柱」

齊蕊

藤ξ

顯2

治じ

さ

ん

は
や
し
林

棄i呈

　はる　　あき

「春と秋」

ひ
ろ
し宏
さ
ん

一み

木き

ふた

「二つのひかり」

ま
さ
る勝
さ
ん

7月20目（土）～8目28目㈱公開制作期間

第2回十日町石彫シンポジウム

会場　十日町市総合体育館北側広場

　
「
ア
ー
ト
＆
S
o
U
n
d
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
十
日

町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
年
で
2
回

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
市
民
や
来
訪
者
に
石
材
彫
刻
の
制
作
過

程
を
公
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、
芸
術
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
潤
い
あ
る

文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
1
回
目
の
昨
年
は
訪
日
間
に
わ
た
り
、

炎
暑
の
中
、
6
人
の
県
内
石
彫
作
家
に
よ

り
繰
り
広
げ
ら
れ
、
感
動
を
呼
ぶ
作
品
が

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
作
品
は
十
日

町
駅
西
口
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

6
人
の
彫
刻
家
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
石
の
塊
が
作
品
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
、
自
ら
の
目
で
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
公
民
館

　
本
館
内
費
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

市逡

明
廣
さ
ん

せっせん　　　い

雪山の生きものたち

瀞

ちびっ子たちも日乍年大勢訪れました

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
記
念
事
業

こ
ど
も
彫
刻
教
室

　
　
　
　
　
ほ

～
石
を
彫
っ
て

　
　
作
品
を
作
っ
て
み
よ
う
～

　
ち
び
っ
子
彫
刻
家
に
な
っ
て
、
好
き
な

形
を
石
に
彫
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
　
き
　
8
月
1
7
日
ω
午
後
1
時
30
分

　
～
3
時
3
0
分
、
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
3
0
分

一
と
こ
ろ
　
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

畿　渦麹l　　　　　　　l，霧

　コンポジション
「Composition」

に
し
　
か
わ
　
よ
し
　
　
お

西
川
淑
雄
さ
ん

制　作　会　場

緑
道

博
物
館

武
道
館
体育館 難総合霧

回 灘
水の広場

制
作
会
場
見
学
ス
ペ
ー
ス

■
内
　
容
　
2
日
間
か
け
て
白
彫
石
（
や

わ
ら
か
い
石
）
を
彫
っ
て
作
品
を
作
り

ま
す
。

■
参
加
費
無
料

■
持
ち
物
　
水
筒
、
鉛
筆
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

　
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
帽
子
、
昼
食

　
（
1
8
日
の
み
）

■
服
　
装
　
体
操
着
な
ど
（
動
き
や
す
く

　
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
）

■
定
　
員
　
小
学
校
5
・
6
年
生
2
5
人

　
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
へ
。

ま
つ
　
も
と

松
本

た
く
み工
さ
ん

　
　
ヨ

　
　
「
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“

充
実
し
て
き
た
公
民
館
図
書
室

　
問
も
な
く
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
じ
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
年
の
計
画
は
お
決
ま
り
で
す
か
。

　
こ
の
ご
ろ
の
子
供
は
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
が
、
長
い
夏
休
み
は
、
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
公
民
館
図
書
室
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
親
子
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
供
の
う
ち
か
ら

　
　
　
図
書
室
の
利
用
を

　
本
は
、
心
の
栄
養
。
幼
児
期
か
ら

よ
い
本
に
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
最
初
は
そ
の
子
の
興
味
や
読
む
力

に
合
っ
た
、
読
み
や
す
い
も
の
を
選

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
ち

に
、
子
供
は
自
然
と
自
分
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
本
を
選
ん
で
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
そ
れ
は
、
子
供
の
周
囲
に

豊
富
な
本
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
き

の
話
で
、
家
庭
で
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

点
、
公
民
館
図
書
室
に
は
た
く
さ
ん

の
本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

夏
休
み
は

　
　
本
を
読
む
チ
ャ
ン
ス

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
「
あ
の
本
を

読
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
絵
本
や
子

供
向
け
の
本
の
中
に
も
、
名
作
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
作
品
は
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
や
コ
ミ
ッ
ク
版
だ
け
で
な
く
、
ぜ

ひ
原
作
、
全
訳
で
読
ん
で
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
読
書
に
慣
れ
て
い
る
子

な
ら
、
中
学
生
く
ら
い
で
世
界
の
名

作
に
挑
戦
で
き
る
力
が
つ
い
て
き
ま

す
。
「
夏
休
み
中
に
○
○
冊
読
破
」
と

目
標
を
立
て
て
も
よ
い
し
、
1
冊
の

本
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
い
な
が
ら
読

む
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

夏
休
み
の
課
題
に

役
立
つ
図
書
も
あ
り
ま
す

　
図
書
室
で
は
、
学
校
の
宿
題
の
答

え
を
教
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
夏
休
み
の
課

題
や
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
本

が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
図
画
工
作
、
科
学
実
験
、
自
然
観

察
、
図
鑑
、
事
典
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
年
に
あ
っ
た
本
が
き
っ
と
見
つ

か
り
ま
す
。
初
め
に
き
ち
ん
と
計
画

を
立
て
て
、
休
み
の
前
半
に
お
い
で

に
な
る
の
が
確
実
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
親
子
で
楽
し
め
る
工
作
や

科
学
実
験
の
本
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
い
つ
も
と
違
う
お
子
さ

ん
、
い
つ
も
と
違
う
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
を
発
見
し
合
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

　
　
　
　
考
え
ま
し
ょ
う

　
8
月
1
5
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。

日
本
は
昭
和
2
0
年
8
月
1
5
日
以
降
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

和
の
中
で
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
戦

争
を
体
験
し
た
お
年
寄
り
も
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世

界
で
は
紛
争
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
8
月
を
戦
争
と
平
和
に

つ
い
て
家
族
で
考
え
る
月
と
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
戦
後
5
0
周
年
で
、
昭
和
の

時
代
、
戦
後
5
0
年
を
ふ
り
返
っ
て
み

る
本
が
多
数
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で

参
考
に
な
る
本
が
、
子
供
向
け
、
大

人
向
け
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
図
書
室
で
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が

皆
さ
ん
の
お
い
で
に
な
る
の
を
待
っ

て
い
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）

の
建
設
準
備
の
た
め
に
新
し
い
本
を

購
入
し
、
公
民
館
本
館
の
図
書
室
に

置
い
て
い
ま
す
。
本
館
図
書
室
は
、

新
し
い
本
が
増
え
、
貸
出
冊
数
も
こ

れ
ま
で
の
2
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
毎
年
5
万
点
も
出
版
さ
れ

る
本
を
全
部
そ
ろ
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ほ
し
い
本
が
見
当
た
ら
な

い
と
き
は
、
「
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
」
に

本
の
名
前
等
を
書
い
て
、
係
員
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。
購
入
し
た
り
、
県

立
図
書
館
か
ら
借
り
た
り
し
て
、
で

き
る
だ
け
ご
希
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
本
の
傾
向
は
、

今
後
本
を
選
ぶ
と
き
の
重
要
な
参
考

に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
リ
ク
エ
ス
ト

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
館
ま
で
来
ら
れ
な
い
方

は
、
地
区
公
民
館
の
図
書
室
、
自
動

車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
で
も
、
リ
ク
エ
ス

ト
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平成8年7月10日号5
ト



暮らしを守る！
囹平成7年度下半期の業務状況

◆損益計算書　　　　（平成7年10月1日～平成8年3月31日）

平成7年度水道事業下半期の業務状況（消費税相当分を除

いて表示しています）と平成8年度の予算をお知らせします。

圃平成8年度予算

◆業務予定量
1．給水戸数一…………一・……・…・………・9，160戸

2．年間総給水量・…・……………・……………3，250，000m3

3．一日平均給水量……………………………………8，904m3

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金額（万円） 科　　目 金額（万円）

営業費用
営業外費用

特別損失

2億7，212

1億0，012

　　10

営業収益
営業外収益

特別利益

3億6，347

　1，269

　　23
小　　　計 3億7，234 小　　　計 3億7，639

下半期利益 405

下半期合計 3億7，639 下半期合計 3億7，639

当年度合計 7億1，396 当年度合計 7億3，053

当年度利益 1，657

合　　　　計 7億3，053 合　　　　計 7億3，053

（平成8年3月31日現在）◆貸借対照表
資 産 負債及び資本 4．主要なる建設改良事業 施設改良費　…“・1億8，480万円

科 目 金額（万円） 科 目 金額（万円）
　　　　　◆収益的収入および支出 単位二万円

固定資産 33億8，633 固定負債 1，639　　　　　収 入 支 出♪

流動資産 2億3，252 流動負債 4，401
　　　　1．水道事業収益 7億6，730 1．水道事業費用 7億6，220

繰延資産 1，731 資　本 金 33億7，756
　　　　　　1）営業収益 7億6，355 1）営業費用 5億6，170

剰　余 金 1億9，820
　　　　　2）営業外収益

■
　
　
3 70 2）営業外費用 1億9，940

△
口 計 36億3，616 △

口 計 36億3，616　　　3）特別利益 5 3）特別損失 10

4）予　備　費 100
◆給水業務量の状況 （平成7年10月1日～平成8年3月31日）1

比 較　　　　◆資本的収入および支出 単位1万円
区　　分 7年度 6年度 増 減 比率％　　　　　収 入 支 出

給水栓数 9，394 9，284 110 101．2　　1．資本的収入 1億3，590 1．資本的支出 3億1，230

1）企　業　債 1億1，780・ 1）建設改良費 1億8，630

給
水

総　　量（m3）

一日最大（m3）

1，846，161

　14，368

1，840，662

　13，113

5，499

1，255

100．3
　　　　2）負　担　金
109．6

1，810 2）企業債償還金 1億2，600

旦
里 一日平均（m3） 10，088 10，114 △ 26 99．7

収入額が支出額に対し不足する額1億7，640万円は、当年度合消費税資本的収支

調整額537万円と損益勘定留保資金1億7，103万円で補てんします。

…“・1億8，480万円4．主要なる建設改良事業　施設改良費

単位二万円◆収益的収入および支出

（平成7年10月1日～平成8年3月31日）◆給水業務量の状況

単位1万円◆資本的収入および支出

収入額が支出額に対し不足する額1億7，640万円は、当年度分消費税資本的収支

調整額537万円と損益勘定留保資金1億7，103万円で補てんします。

　
　
　
　
つ

、
　
　
し

し

魅
室

く
で
　
わ

い
隔
闘

論
乗
懲

輯
　
ん

気
　
だ

．
暖

　
昨
年
7
月
か
ら
始
め
た
暖
和
室
。
昨
年

度
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
長
室
に
お
い

で
い
た
だ
く
「
お
ま
ち
し
て
ま
す
暖
和
室
」

に
は
2
組
1
0
人
、
市
長
が
地
域
に
出
向
く

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
暖
和
室
」
に
は
5
組

87
人
、
団
体
と
の
懇
談
会
に
は
1
組
4
5
人

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
話
題
は
地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
若

者
が
定
着
す
る
た
め
の
産
業
振
興
施
策
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
日
本
一
の
健
康
都
市
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
で
し
た
。

　
暖
和
室
で
は
、
市
長
に
直
接
自
分
た
ち

の
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
ま
た
市
長

の
考
え
等
を
直
接
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
青
年
会
や
近
所
ど
う
し
な
ど
職
業
、

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
大
勢
の
人
た
ち

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
市
長
と
の
和
や
か

な
対
話
・
交
流
を
通
し
て
、
市
政
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
も
す
で
に
1

組
参
加
し
て
い
ま
す
。

　　　8月は2日㈹です
時　間　午後7時～9時

　　　　（先着2組、1組50分）

会　場　市長室

申し込み　7月22日（月〉までに企画人事課広報

　　　広聴係（智57－3111内線213）へ。

■
対
象
者
　
市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

た
だ
し
、
個
人
的
な
陳
情
・
要
望
や
誹

ぼ
う諺
・
中
傷
を
目
的
と
し
た
人
は
遠
慮
し

　てい

た
だ
き
ま
す
。

■
お
ま
ち
し
て
ま
す
暖
和
室
　
翌
月
の
開

催
日
時
は
前
月
の
市
報
1
0
日
号
で
ご
案

内
し
ま
す
。
会
場
は
市
長
室
で
す
。
1

組
約
5
0
分
で
1
回
2
組
ま
で
で
す
。

■
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
暖
和
室
　
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
月
に
1
度
お
じ
ゃ
ま

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
場
は
申
し

込
み
者
か
ら
手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他
　
①
受
け
付
け
時
に
、
提
案
内

容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
②

提
案
内
容
に
よ
っ
て
は
、
暖
和
室
終
了

後
、
内
容
等
を
整
理
す
る
た
め
、
担
当

職
員
と
の
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。
③

記
録
係
と
し
て
企
画
人
事
課
職
員
が
同

席
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
受
け
付
け
　
企
画
人
事
課

広
報
広
聴
係
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
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灘　鍮
嚢

轟
轟
、
∞
∞
嚢
㈱
，
、

臨難麟贈霧麟i難i濫轟轟

　　　　　　欄　　　　　一ノ灘　　　　　鞘

　　　繍漣鱗 議
鴨
．
．
難
響
醗

・
、
毒
璽
翻
蕪
騒

，
饗
．
擁
　
ノ
、
調

－
磁
萎
．
憲
細
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
馨

類

　
％
　
　
’

曇

譲

罪
、

憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藪
照

　
7
月
1
日
㈲
、
ほ
く
ほ
く
線
の
六

日
町
車
両
基
地
内
で
、
H
K
…
型
普

通
電
車
の
受
渡
式
・
入
線
式
が
、
大

勢
の
関
係
者
が
参
列
す
る
中
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
業
へ
の
実
感

　
　
　
　
ま
す
ま
す
強
く

　
受
渡
式
で
は
、
ま
ず
主
催
者
を
代

表
し
て
北
越
急
行
㈱
の
大
熊
専
務

が
、
「
い
よ
い
よ
普
通
電
車
が
基
地
内

に
入
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
一
段
と
緊
迫

感
を
持
っ
て
仕
事
に
あ
た
る
所
存
で

す
。
ま
た
、
沿
線
住
民
の
人
た
ち
か

ら
も
今
回
の
納
車
、
今
後
の
試
運
転

な
ど
開
業
へ
の
実
感
を
ま
す
ま
す
強

く
持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
普
通
電
車
製
作
に

あ
た
ら
れ
た
㈱
新
潟
鉄
工
所
、
鉄
道

建
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
日
本
鉄

道
建
設
公
団
に
対
し
、
深
く
感
謝
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

沿
線
で
の

　
　
　
お
披
露
目
も
間
近

　
続
い
て
、
車
両
受
け
渡
し
と
し
て

㈱
新
潟
鉄
工
所
の
古
沢
新
潟
支
社
長

か
ら
北
越
急
行
㈱
の
大
熊
専
務
に
ゴ

ー
ル
デ
ン
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
線
式
で
は
、
ま
ず
関
係
者
1
0
人

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開

き
が
行
わ
れ
、
続
い
て
モ
ー
タ
ー
カ

ー
に
押
さ
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

普
通
電
車
が
車
両
基
地
へ
と
運
び
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
普
通
電
車
は
試
験
走
行
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
特
急

も
秋
ご
ろ
か
ら
試
験
走
行
に
入
る
予

定
で
す
。
市
内
沿
線
で
「
ほ
く
ほ
く

線
」
の
車
両
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

難榔醐

麟

ゴールデンキーが手渡されました

ほくほく線沿

　　　振興連絡1

　6月28日働、新潟グテ

くほく線沿線地域振興

会」が開催されました

ほくほく線開業後の利

の振興を図る目的で設

　構成団体は十日町市

18市町村、新潟県、北

村の商工会議所、観光

会の席上、初代会長に

選ばれました。

　また、事業計画とし

会を設け、地域の課題

て検討し事業化を図る

ついて調査研究を進め・

されました。

き線地域

協議会設立

ランドホテルで「ほ

耳連絡協議会設立総

：。この協議会は、

り用促進と沿線地域

1立されたものです。

i、上越市など沿線

二越急行㈱、各市町

…協会などです。総

二本田十日町市長が

て地域ごとの分科

や利用促進にっい

こと、地域振興に

ることなどが決定

第
三
セ
ク
タ
ー

十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱
社
員
募
集

　
パ
ソ
コ
ン
か
ぢ
汎
用
機
ま
で
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
開
発
等
の
総
合
情
報
処
理

サ
ー
ビ
ス
会
社
で
す
。

　
意
欲
あ
る
U
タ
ー
ン
希
望
者
は
大
歓
迎
、

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種
　
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
シ
ス
テ

　
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
総
務
、
販
売

■
応
募
資
格
　
来
春
新
卒
者
（
平
成
9
年

　
4
月
1
日
採
用
）
及
び
3
5
歳
ま
で
の
男

女
（
随
時
採
用
）
若
干
名

■
会
社
説
明
会
　
随
時
（
要
電
話
予
約
）

．
入
社
試
験
　
8
月
2
日
働
、
ク
ロ
ス
ー
0

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱

総
務
課
遠
藤
（
智
5
7
－
9
1
2
1
）
へ
。

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集

■
募
集
職
種
及
び
受
験
資
格

　【一般

事
務
”
1
人
】

①
高
等
学
校
卒
業
者
（
来
年
3
月
卒
業
見

込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
3
6
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
　
②
十
日
町
地
域
広

域
市
町
村
圏
内
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）

に
居
住
可
能
な
人
。

【
消
防
士
”
若
干
名
】

①
高
等
学
校
卒
業
者
（
来
年
3
月
卒
業
見

込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
4
6
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
　
②
身
長
1
6
0

㎝
以
上
、
胸
囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
2
分

の
1
以
上
、
体
重
5
0
㎏
以
上
、
視
力
両
眼

の
場
合
昭
以
上
で
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ

％
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、

そ
の
ほ
か
身
体
強
健
な
人
　
③
十
日
町
地

域
広
域
市
町
村
圏
内
に
居
住
可
能
な
人

一
試
験
の
方
法

【
第
－
次
試
験
】
9
月
1
日
㈲

▼
一
般
事
務
…
教
養
試
験
（
国
語
、
社
会
、

作
文
）

▼
消
防
士
…
教
養
試
験
（
国
語
、
社
会
、

作
文
）
と
体
力
診
断
テ
ス
ト

【
第
2
次
試
験
（
口
述
試
験
、
身
体
検
査
）
】

　
9
月
中
旬

■
採
用
及
び
給
与
等

▼
採
　
用
　
平
成
9
年
4
月
1
日

▼
給
与
等
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
一
般
職
員
の
給
与
支
給
に
関
す
る
条
例

　
に
よ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
手
続
　
十
日
町
地
域
広
域
事

　
務
組
合
事
務
局
総
務
課
へ
次
の
書
類
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）

②
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒

業
見
込
者
は
前
年
の
も
の
）
。
た
だ
し
専

門
学
校
の
も
の
は
不
可
。
高
等
学
校
、

　
短
大
、
大
学
の
も
の
。

ロ
申
込
み
期
間
　
7
月
1
5
日
㈲
～
8
月
9

日
働
ま
で
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
1
5
分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
。

た
だ
し
、
郵
便
申
し
込
み
の
場
合
は
8

月
9
日
ま
で
の
消
印
有
効
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
事
務
局
総
務
課
（
智
5
7
1
1
5
5

5
）
へ
。

7　　平成8年7月10日号
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1

k

習字とペン字を

学ぶサークルです。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ。 練習中は静寂な中に身をおきます

会員は男性5人、女性9人。年齢は30歳～60歳代で、80

歳になっても続けるつもりのやる気満々の人たちの集まり

です。習字とペン字は年齢に関係なく、やろうと思えばい

つまでもできます。どちらか一方だけを学んでいる人もい

れば、両方学んでいる人もいます。会の歴史は古く、青年

　　　l　l　　　　　・　　　　　　火曜日の午後7時30分から2
緊樋理盤麟鰹醐公民館本館で先生の指
塾鹸　　　　　　　　　繍　纏蟻蕪導を受けています。

　　　　　　　　　　　　　練習は各自が自宅で仕事や
　　　　　　　　　　　　家事の間をぬってしています。
　　　．購謬難灘．・仕事のある会員は・’平日は家

　　　80歳1こなっても続けたいと語　族が寝静まっても練習してい

　　　　る会員の皆さん　　　　　ます。また、休日ともなれば

朝から晩まで、それこそ、腰や手が痛くなるまで何百枚も

練習する人もいます。先生の指導と練習のかいも鞄って寿＼
　　　　　　　　　　　　　　こだんじよつ最上段の6段まであと一歩の人もいます。習字は5段上、

ペン字は5段の人がいるのです。また、芸術性をねらって

頑張っている人もいます。市展・県展などに応募していま

す。でも、普段生活の中で書いている字は、みんなそんな

にうまいわけではないみたいですよ。

習字もペン字も書いているときはものすごく集中してい

て、頭の中が無というか、パーっと空になります。おかげ

で集中力は身に付いたのかなあと思います。熱中できるも

のがあると、生活もとっても充実していきますよ。両方と

も死ぬまで続けられる趣味です。奥が深くて、勉強すれば

するほど限界がありませんので、ますます夢中になります。

本当は若い人にもすすめたいのですが、若い人たちはほ

かにいろいろと趣味があって、忙しいみたいですね。

●
癖
盤
亀
夏
璽
嚇
馨
礁
馨
櫓
麟
纏
　
　
・
．
雛
露
磁

鱒
u
織
驕
践
・
－
圏
贋
勲

M
星
轟
灘
塞
懸
麟

　
　
　
　
　
　
　
4
肉
腐
の
パ
　
　
…
　
　
…
　
　
灘
　
　
』
　
　
　
　
　
・
…

　
　
　
　
　
　
　
（
胸
豆
そ
（
ム
ロ
菜
料
　
　

灘
毒

　
　
　
　
　
　
　
料
の
め
じ
…
け
野
　
　
品
　
　
　
　
　
灘
縷
譲
　
魏
．
、
，

㊤
　
　
　
材
鶏
し
青
衣
付
せ
調
　
　
　
・
　
灘

麗講羅嚢噺

轍O

弁
当
に
も
喜
ぱ
れ
て
い
ま
す
．
　
切
る
．
　
　
　
㊧

驚
翻
箋
謹
◎
鵬
灘
藷
嚢
醸

警●
流
水
に
さ
ら
し
水
気
を
切
つ
て
　
野
菜
藷
り
浮
る
．
　
●

剛
②
　
　
講
　
鶴
鞠
”
…
洲
洲
刀
智
餌
備

・㊤

鯵
　
、
懸
醐
澱
協
　
旛
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
覇
華
　
＄
　
　
p
島
到
　
　
ま
羅
●

獅
．
。
。
　
雛
議
圭
大
即
脚
陰
鱒

●
9
遜
2
量
暑
O
諜
騒
懸
之
乏
O
騒
O

8



1じぷうず駕

描けた鵜〃
⑭六箇保育園

福崎峻介くん
　　（5歳）

　ウルトラマンゼアスになりたいな。

でもなれなかったら会いたいな。ぜ

ったいに会いたいな。僕のこの絵を

見せてあげるんだ。

証灘欄騨＼縄麟　　ヤ・
．
襲
濾
舗

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
V
，

　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
ぺ

＼
・
、
媛
講

甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駈
灘
灘
叢

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
…
●
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
圧
の
薬
は
離
す
こ
と
が
な
い
が
、
と
に
か
く
稼
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
だ
の
。
こ
れ
に
は
関
心
し
て
ま
す
て
。
そ
う
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
に
な
る
と
こ
ろ
と
言
え
ば
、
あ
ま
り
怒
ら
ん
で
も
よ
い
こ

本気の本音
璽謹豊ら㊧．

と
を
怒
っ
た
り
す
る
と
こ
か
の
。
ま
あ
、
く
ど
い

と
い
う
か
。
あ
と
は
満
点
だ
の
。
一
緒
に
な

っ
て
5
0
年
、
波
風
立
つ
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
が
、
あ
っ
と
い
う
問
だ
っ
た
の
。

團　　
　
　
気
短
と
い
う
か
気
早
い
と
い
う
か
人
の

　
　
　
話
を
満
足
に
聞
か
な
い
の
。
若
い
時
か
ら

そ
う
で
し
た
て
。
そ
れ
で
い
て
あ
ま
り
怒
ら
れ

た
こ
と
は
な
い
の
。
運
転
す
る
の
で
病
院
の
送

り
迎
え
や
ら
、
山
菜
採
り
に
は
重
宝
し
て
ま

す
て
。
5
0
年
も
連
れ
添
う
と
、
言
い
た
い

こ
と
が
お
互
い
分
か
る
か
ら
不
思
議
な
も

ん
で
す
ね
。

懸

　　　　このコ＿ナ＿で‘ま、登場してし、ただく人を募集して㌧、ま凱　　　　　3　はみんなで海に行って泳いだり。縄

　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－3川内線213へ．　　　　3　飛びをしてみたいな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●・・●・●・・●・・●・●・●・●・・・・・・・・・…　●・●●・●…　●・．●．．．．．．●．．．．．．．．●．．

滝
沢
奥
太
郎
さ
ん
（
四
日
町
3
）
ト
シ
さ
ん
夫
妻
、
昭
和
2
1
年
4
月
8
日
に
結
婚
。

2
人
と
も
い
た
っ
て
健
康
で
、
お
め
で
た
い
金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。

雛　，

璽

睾鱗

灘
藁

嚢
灘
”

馨

　
県
立
十
日
町
中
学
（
現
十
日
町
高

校
）
の
第
1
回
卒
業
生
で
す
。
当
時

は
高
等
科
を
卒
業
し
た
同
級
生
も
い

て
、
年
齢
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　
卒
業
後
、
詩
人
を
志
し
上
京
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
「
花

束
会
」
と
い
う
詩
社
で
す
。
し
か
し
、

彼
ら
の
考
え
方
は
「
定
職
に
甘
ん
じ

て
い
た
ら
い
い
作
品
は
で
き
な
い
、

喜
怒
哀
楽
の
底
を
か
み
し
め
て
こ
そ

で
き
る
の
だ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

私
は
驚
い
て
脱
会
し
ま
し
た
。

滝澤芳家さん
（中条旭町）82歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3111内線213へ。

　
そ
れ
で
も
詩
人
に
な
り
た
い
と
い

う
願
望
は
捨
て
ら
れ
ず
、
考
え
に
考

え
た
末
、
ひ
ら
め
い
た
の
が
「
信
仰

と
詩
、
食
べ
て
行
く
職
業
、
こ
れ
ら

の
混
然
合
致
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
大
阪
府
守
口
市
に
居
を
構
え
、

職
は
大
阪
市
内
の
病
院
の
X
線
技

師
、
そ
し
て
詩
は
西
宮
市
在
住
の
喜

志
邦
三
先
生
に
と
い
う
生
活
を
過
ご

し
ま
し
た
。
戦
時
中
と
い
う
こ
と
を

除
け
ば
恵
ま
れ
た
生
活
で
し
た
。
そ

の
こ
ろ
の
青
年
同
志
の
中
に
は
、
ダ

ス
キ
ン
の
創
設
者
と
な
っ
た
鈴
木
清

市
氏
も
い
た
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
し
れ
つ

　
戦
局
が
熾
烈
を
極
め
た
昭
和
1
9
年

2
月
、
「
疎
開
し
な
い
者
は
国
賊
で
あ

る
」
と
の
方
針
に
、
妻
子
を
連
れ
て

十
日
町
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
し
て
十

日
町
病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
と
し

て
定
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

　
5
年
前
に
は
金
婚
式
を
祝
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
n
人
の
孫
と
2
人
の

曾
孫
も
い
ま
す
。
今
は
、
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
、
い
い
「
じ
さ
、
ば
さ
」

に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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1
土

1

羅
　
F

1
1
1

I
』
1

　
　
ル
　
　
市
民
演
劇
ま
つ
り
春
季
合
同
公
演
が
6
月
3
0
日
㈲
に

　
　
一
　
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
年
1
回
の
秋
の
演
劇
ま

　
　
ピ
　
つ
り
だ
け
で
ま
も
の
た
り
な
い
」
と
い
う
声
に
応
え
・

　
　
ア
　
　
　
】
ー
　
　
　
　
　
　
。

　
　
二
2
年
が
カ
り
で
実
現
し
た
も
の
で
す

　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
　
　
　
じ

酢
み
校
生
が
熱
演
し
、
同
世
代
の
フ
ァ
ン
か
ら
温
か
い
拍
手
鐵

　
　
　
　
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
パ
ン
ド
ラ
効
果
」
は
4

　
　
　
　
つ
の
演
劇
団
体
か
ら
キ
ャ
ス
ト
を
募
っ
た
も
の
で
、
新

　
　
　
　
し
い
演
劇
の
形
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

灘

趨

　
　
”
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
」
フ
　
　
6
月
21
日
爾
～
2
3
日
伯
の
3
日
間
、
ブ
ル
ー
ム
N
十

　
　
ズ
日
町
教
室
（
阿
部
ム
ツ
子
主
宰
）
主
催
に
よ
る
「
焼
か

　
　
マ
あ

　
　
カ
ず
に
で
き
る
粘
土
工
芸
作
品
展
」
が
博
物
館
で
開
催
さ

加
刺
魏
焼
難
溶
轡
羅
舞
糠
い

、
侃
山
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
精
巧
な
作
り
は
一
見
粘
土
と

田
じ
●
　
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
イは
花
　
こ
の
ア
ー
ト
ク
レ
ィ
ク
ラ
フ
ト
は
、
樹
脂
粘
土
と
絵

韻
駒
積
薙
躰
舗
殺
鉾
紅
藤
勧
燈
雛
闘

＊
「
1

　
　
　
　
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
だ
け
で
な
く
人
形
や
ア
ク

　
　
　
　
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
造
形
も
で
き
ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
N
で

　
　
　
　
は
、
受
注
生
産
や
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

スポツト

馨

コリン・クロスビー

　lt’s　the　sma”things　that　a口ways　make　the　biggest

differences．lt’s　the　unknown　neighbor　who　returns　my

laundry　when　it　blows　off　the　line，the　smlIe　and　bow　of　an

old　Iady　as　I　walk　by，or　when　one　of　my　students　says

he”o　outside　of　school．It　is　the　strangers　who　have

heIped　me　when　I　was　confused　at　the　train　station，the

gentleman　who　shared　his　beer　and　a　Iaugh　with　me　at　a

local　restaurant．It　is　aII　the　people　who　have　gone　out　of

their　way　and　brought　me　into　their　Iives　when　they　could

have　just　as　eas”y　passed　on　by．It　is　these　Iittle　things

that　l　wi”remember　most　about　Japan　and　my　stay　in

Tokamachi．They　have　made　aII　the　difference．Thank

you，goodbye・

、

脚』¢5．

いつも、ほんの小さなことの積み重ねが大きな違いを生

み出します。誰かは分かりませんが、洗濯物が風で飛ばさ

れると拾って届けてくれる近所の人であったり、通りすが

りにほほえんでお辞儀してくれる年配の女性や、学校の外

でもあいさつしてくれる教え子であったり。駅で困った時

助けてくれた見知らぬ人たちや、近くの食堂でビールと笑

いを分かちあってくれた男性であったり。

黙ってやり過ごすことは簡単だけれど、あえて自分の日

常から一歩踏みだして私を招き入れてくれたすべての人た

ち。日本、そして十日町の生活でのこうした小さな出来事

は、これからもずっと忘れません。その一つひとつが大切

な思い出を作ってくれたのです。

　　　　　　　　　ありがとう、さようなら。
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さん（小千谷市）に栄冠

家族連れやカップルなど

延べ約1万人の人出
　
7
月
5
日
樹
、
6
日
ω
の
2
日
間
、
毎
年
恒
例
の
「
駅

通
り
七
夕
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
1
万
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
商
店
街
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合
七
夕
祭
実
行
委

員
会
が
昭
和
6
3
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

8
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
通
り
に
は
大
型
の
七
夕
飾
り
が
4
7
本
、
ま
た
ア
ー
ケ

ー
ド
内
に
は
、
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
園
児
が
そ

れ
ぞ
れ
の
願
い
を
書
き
込
ん
だ
短
冊
が
飾
ら
れ
、
親
子

連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歩
行
者
天
国
に
は
焼
き
鳥
、
風
船
、
ワ
タ
ア

メ
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
6
店
が
出
店
。
買
い
求

め
る
人
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
の
民
謡
愛
好
家
7
8
人
を
集
め
、
7
月
7
日
印
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
、
第
1
5
回
十
日
町
小
唄
日
本
一
優

勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
2
7
人
が
午
後
か
ら

の
決
選
大
会
に
進
出
。
激
戦
の
末
、
牧
野
涼
子
さ
ん
が

第
1
5
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
牧
野
さ
ん

は
民
謡
を
習
い
初
め
て
3
か
月
と
の
こ
と
。
認
定
証
と

の
子
合
わ
せ
、
今
回
か
ら
設
け
ら
れ
た
「
春
日
由
三
賞
」
も

戦
涼
受
賞
し
ま
し
た
．
ま
た
、
準
優
勝
第
－
席
に
は
田
村
法

挑
野
子
さ
ん
（
市
内
西
本
町
－
）
が
、
準
優
勝
第
2
席
に
は

初
牧
羽
田
史
子
さ
ん
（
茨
城
県
下
館
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
斉
藤
京
子
オ
ン
ス
テ

　
　
　
　
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
な
ど
会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

問
保
保
費

●

各
地
区
館
に

　
　
自
動
血
圧
計
を
設
置

　
今
年
も
、
7
月
3
日
㈱
か
ら
基
本

健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年

7
、
0
8
5
人
が
受
診
し
ー
、
4
9
7

人
（
約
5
人
に
1
人
）
に
血
圧
の
異

常
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
6
年
の

当
市
の
死
亡
原
因
の
第
2
位
は
脳
血

管
疾
患
で
あ
り
、
こ
の
病
気
は
寝
た

き
り
に
な
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
血
圧
に
関
心
を
も
ち
、
健
康
管
理

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
日
本
一
の
健
康
都
市
づ

く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
区

公
民
館
（
十
日
町
市
公
民
館
と
六
箇

地
区
公
民
館
を
除
く
）
に
自
動
血
圧

計
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
測
定
方
法
は
、
血
圧
計
の
前
に
座

る
と
音
声
で
指
示
が
出
ま
す
。
測
定
結

果
は
紙
に
印
刷
さ
れ
て
出
て
き
ま
す
。

〈
血
圧
計
の
上
手
な
使
用
方
法
〉

①
左
右
の
腕
で
血
圧
の
値
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
測
定
す
る

腕
は
決
め
ま
す
。
（
市
で
は
右
腕
に
統

一
し
て
い
ま
す
）

②
正
確
に
測
定
す
る
た
め
に
、
腕
は

き
つ
く
締
め
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
測
定
前
は
、
深
呼
吸
す
る
な
ど
気

持
ち
を
落
ち
着
け
ま
す
。

④
再
測
定
を
す
る
時
は
、
腕
を
抜
き

少
し
動
か
し
て
血
行
を
よ
く
し
て
か

ら
測
定
し
ま
す
。

⑤
1
回
の
測
定
結
果
に
一
喜
一
憂
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
血
圧
が
高
い
時
は
、
測
定
結
果
を

持
参
の
上
、
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
い
な

い
人
は
保
健
婦
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑦
自
己
判
断
を
し
て
、
薬
の
調
節
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
血
圧
測
定
の
結
果
は
健
康
手
帳
に

記
入
、
も
し
く
は
用
紙
を
は
る
な
ど

し
て
健
康
管
理
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
磁
雛
灘
灘

〈
健
康
相
談
の
利
用
〉

　
血
圧
測
定
の
結
果
、
気
に
な
る
こ

と
、
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日
程
等
は
市
報

25

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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博
物
館
講
座

，

　
～
縄
文
の
技
と
こ
こ
ろ
～

獲
日
時
日
7
月
1
4
日
㈲
、
2
8
日
㈲
、
8
月

11

日
㈲
、
2
5
日
㈲
の
4
回
シ
リ
ー
ズ
（
午

前
1
0
時
～
正
午
）
纏
場
所
H
博
物
館
籔
受

講
料
H
無
料
霧
内
容
H
縄
文
研
究
の
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
講
師
を
お
迎
え
し
ま

す
纏
問
合
せ
目
十
日
町
市
博
物
館
（
智
5
7

－
5
5
3
1
）

わ
た
し
の
主
張
96

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

～
十
目
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
～

霧
日
時
H
8
月
21
日
㈱
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
霧
場
所
目
市
民
会
館
霧
内
容
H

代
表
1
0
人
に
よ
る
主
張
の
発
表
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
獺
入
場
料
H
無
料
雛
問
合
せ
H

十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
5

5
1
7
）

”
日
本
初
公
開
”
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
特
別
名
品
展

　
　
～
神
　
と
　
人
　
間
～

雛
日
時
H
8
月
1
日
㈲
～
1
0
月
1
7
日
㈱
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
月
曜
日
休
館
）
霧

場
所
u
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
長
岡
市
）

霧
観
覧
料
（
団
体
は
2
0
人
以
上
）

一
　
般

高
校
夫
学
生

小
・
中
学
生

当
日
券

－
、
1
0
0
円

8
0
0
円

5
0
0
円

団
体
券

9
5
0
円

6
0
0
円

4
0
0
円

前
売
券

8
0
0
円

5
0
0
円

3
0
0
円

微
問
合
せ
n
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
智

0
2
5
8
1
2
8
1
4
1
1
1
）

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
7
月
の
定
期
投
影

雛
日
時
”
7
月
1
4
日
㈲
、
21
日
㈲
、
2
8
日

㈲
午
前
1
1
時
～
4
0
分
間
徽
場
所
H
中
里
村

U
モ
ー
ル
雛
入
場
料
目
一
般
2
百
円
、
中

学
生
以
下
百
円
笏
問
合
せ
U
中
里
村
教
育

委
員
会
（
智
6
3
1
4
4
7
8
）

◆
身
体
障
害
者
療
護
施
設
入
所
者
受
付

⑫
対
象
者
H
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
1
8
歳
以
上
で
概
ね
6
0
歳
未
満
の
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
②
精
神
障
害
を
主
た
る

障
害
と
し
な
い
人
③
伝
染
病
疾
患
を
有
し

な
い
人
④
日
常
生
活
に
お
い
て
あ
る
程
度

自
立
し
て
い
る
人
⑤
団
体
生
活
に
著
し
い

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
な
い
者
笏
施
設

名
（
仮
称
）
H
①
社
会
福
祉
法
人
雪
国
ボ
ラ

ン
テ
ト
ピ
ア
②
身
体
障
害
者
療
護
施
設
マ

イ
ト
ー
ラ
笏
所
在
地
H
南
魚
沼
郡
六
日
町

大
字
欠
之
上
字
蟻
子
山
5
3
8
1
1
修
開

設
時
期
H
平
成
9
年
4
月
（
予
定
）
笏
申

込
み
U
7
月
31
日
ま
で
に
社
会
福
祉
事
務

所
援
護
係

◆
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
訓
練
　
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、
消
防
防
災

航
空
隊
と
の
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。

笏
日
時
1
1
7
月
1
6
日
㈹
午
前
1
0
時
～
正
午

笏
場
所
H
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
東
側
斜

面
、
陸
上
競
技
場
（
離
発
着
）

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
「
緑
の
募

金
」
　
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の

2
か
月
間
行
わ
れ
た
「
緑
の
募
金
」
に
多

寄付ありがとう
　　　6月25目届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝丸山忠（下条中

央通り100，000円）湯川幸雄（関根

1・100，000円）

囹社会福祉事業へ＝植木組十日町営

業所豊親会（34，500円）新潟県信用

組合十日町支店（7，970円）

囹羽根川荘へ＝中条会（4，900円）仲

好会（4，900円）小泉老人クラブ（2，

200円）

圃十日町市国際交流、文化スポーツ

基金へ＝関口純夫（駅通り1，500，000

円）

囹博物館へ＝富沢正平（加賀糸屋町）

羽鳥勝男（稲荷町3本通り）庭野泰

明（本町東1）丸山平六（城之古2）

小海市松（原）野上ナオ（北新田3）

囹公民館図書室へ＝須藤仙午（水口）

大嶋市士（本町4）史跡大井田城跡

保存会

囹情報館建設準備室へ＝生越一正

（諏訪町）須藤仙午（水口）丸山尚

政（水沢2）山下克利（津南町）史

跡大井田城跡保存会、新潟県トラッ

ク協会、川西町教育委員会、津南町

教育委員会、中里村教育委員会、松

代町教育委員会、松之山町教育委員

会

く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
㈹

新
潟
県
緑
化
推
進
委
員
会
に
納
め
ら
れ
、

学
校
・
公
園
等
の
環
境
緑
化
や
緑
化
推
進

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
の

募
金
額
H
1
、
5
4
6
、
8
6
3
円

◆
心
の
健
康
相
談
　
の
日
時
H
7
月
2
3
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
籔
場
所
H
十
日

町
保
健
所
籔
担
当
医
H
田
村
医
師
（
五
日

町
病
院
）
笏
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係

◆
7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

で
す
　
平
成
7
年
度
に
市
内
で
献
血
さ
れ

た
人
は
、
延
べ
ー
、
7
1
4
人
で
、
2
0
0

並
に
換
算
す
る
と
2
、
8
9
5
本
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
善
意
で
い
た
だ
い
た
貴
重

な
血
液
は
、
む
だ
な
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

普
及
運
動
実
施
中
　
麻
薬
等
の
薬
物
乱
用

問
題
は
、
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。
」
は
薬
物
乱
用
防
止
の
合
い
言

葉
で
す
。
み
ん
な
の
力
で
、
麻
薬
・
シ
ン

ナ
ー
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
許
さ
な
い
社

会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
等
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

人
は
、
長
岡
検
察
審
査
会
（
盈
0
2
5
8

1
3
5
1
2
1
4
1
）
へ
。

◆
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
作
品
募
集
　
窃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
そ

募
集
作
品
H
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工

芸
、
書
道
、
写
真
の
応
募
資
格
“
中
越
地

区
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、

応
募
部
門
の
作
品
の
制
作
及
び
教
え
る
こ

と
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
窃
手
数
料
0

1
点
に
つ
き
千
円
笏
応
募
受
付
H
8
月
21

日
㈱
～
2
2
日
㈲
ま
で
に
長
岡
労
政
事
務
所

（
盈
0
2
5
8
1
3
8
1
2
5
4
6
）
ま
た
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智
5
7
1
8
9
1
8
）

◆
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
　
籔
募
集
対
象
U
中

学
生
以
下
の
交
通
遺
児
（
重
度
後
遺
障
害

1
～
3
級
の
子
含
む
）
笏
テ
ー
マ
”
自
由

（
必
ず
絵
の
題
を
つ
け
る
こ
と
）
笏
規
格

H
四
つ
切
り
（
約
3
8
～
54
㎝
）
ま
た
は
八

つ
切
り
（
2
7
～
38
㎝
）
の
画
用
紙
（
ク
レ

ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水
彩
絵
の
具
使
用
）

窃
申
込
み
H
1
人
1
点
と
し
、
住
所
、
氏

名
、
学
校
、
学
年
、
絵
の
題
を
明
記
し
、
9

月
3
0
日
㈲
ま
で
に
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
新
潟
主
管
支
所
（
〒
蜘
新
潟
市
新
光

町
6
1
4
智
0
2
5
ー
鵬
1
1
1
4
1
）

◆
デ
ザ
イ
ン
画
募
集
　
新
潟
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
で
は
、
フ
ァ
ツ

シ
ョ
ン
産
業
創
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
エ
レ
ガ
ン
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
①
ニ
ッ
ト
部
門
②
テ
キ
ス
タ

イ
ル
部
門
③
和
装
部
門
の
デ
ザ
イ
ン
画
を

募
集
し
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
十
日
町
織
物

工
業
協
同
組
合
（
費
57
－
9
1
1
1
）
商
工

観
光
課
商
工
労
政
係
（
盈
52
－
5
5
6
9
）

◆
農
林
水
産
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
　
北
陸

農
政
局
新
潟
統
計
情
報
事
務
所
小
出
出
張

所
で
は
、
6
月
3
日
か
ら
農
林
統
計
・
行

政
情
報
を
広
く
提
供
す
る
た
め
「
農
林
水

産
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

笏
問
合
せ
H
北
陸
農
政
局
新
潟
統
計
情
報

事
務
所
小
出
出
張
所
（
智
0
2
5
7
9
1

72



2
－
0
2
4
3
）

加
し
ま
せ
ん
か

盟
㎜

96

経
営
能
力

ラ

　
　
　
　
強
化
セ
ミ
ナ
ー

雛
日
時
H
7
月
2
2
日
㈲
午
後
4
時
～
6
時

　
（
入
場
受
付
3
時
3
0
分
）
霧
場
所
H
ク
ロ

ス
ー
0
（
2
階
中
ホ
ー
ル
）
霧
入
場
料
H
無

料
（
た
だ
し
電
話
・
F
A
X
に
て
要
予
約
）

　
　
　
　
　
　
じ
ろ
う

霧
内
容
”
田
辺
次
良
氏
（
㈱
タ
ナ
ベ
経
営

副
社
長
）
講
演
会
～
重
役
の
使
命
と
自
己

啓
発
、
経
営
の
や
り
方
・
考
え
方
ほ
か
雛

問
合
せ
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
智
5
7
1
2
3
2
3

F
A
X
5
2
－
4
4
9
7
）

一
太
郎
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
3
・
ー

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
座

霧
日
時
”
7
月
2
7
日
ω
、
8
月
3
日
ω
、

10

日
ω
午
前
9
時
～
午
後
4
時
霧
場
所
”

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
）

雛
受
講
料
H
各
5
千
円
霧
定
員
“
各
日
と

も
2
0
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
H
開
催
日

の
1
週
間
前
ま
で
に
魚
沼
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
智
0
2
5
7
－
7
2
－
4
5
5

4
）鞭ス

ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
〉
　
霧
開
場
期

間
H
7
月
1
7
日
㈱
～
8
月
3
1
日
ω
午
前
9

時
～
午
後
7
時
（
8
月
1
3
日
以
降
は
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
皿
．
織
灘

繋．
欄

6
時
ま
で
）
雛
入
場
料
H
一
般
髄
2
百
円
、

小
・
中
学
生
”
百
円
、
幼
児
“
5
0
円
霧
そ

の
他
H
幼
児
・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の

こ
と
霧
間
合
せ
H
総
合
体
育
館
（
智
5

2
1

4
3
7
7
）

　
〈
市
民
プ
ー
ル
ァ
ル
バ
イ
ト
募
集
〉
　
高

校
卒
業
以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
学
生
。
雛

問
合
せ
H
総
合
体
育
館

　
〈
十
日
町
ナ
イ
タ
ー
陸
上
大
会
〉
　
髪
日

時
H
7
月
2
7
日
ω
午
後
6
時
3
0
分
～
霧
場

所
”
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
霧
資
格
H
市

内
．
中
魚
沼
郡
に
在
住
ま
た
は
通
学
・
通

勤
し
て
い
る
人
霧
種
目
H
（
男
子
）
㎜
m
、

姻
m
、
千
5
百
m
、
5
千
m
、
走
り
高
跳

び
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
（
女
子
）

㎜
m
、
枷
m
、
3
千
m
、
走
り
高
跳
び
、

走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
霧
参
加
費
H
一

種
目
5
百
円
（
参
加
種
目
の
制
限
な
し
）

霧
申
込
み
H
7
月
1
9
日
樹
ま
で
に
総
合
体

育
館
霧
問
合
せ
H
宮
沢
邦
元
（
陸
上
協
技

協
会
事
務
局
智
5
8
－
3
6
8
0
）

〈
市
民
体
力
テ
ス
ト
＆
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ

ク
〉
霧
日
時
H
7
月
2
5
日
㈲
午
後
7
時

～
霧
場
所
”
総
合
体
育
館
膨
指
導
H
関
口

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課智52－5569）へ。

ゆずります一一

品　　　　名 規　格 希望価格

パン焼き器 新　品 13，000円

カーステレオコンポ 新　品 6万円

マッサージ器 イス式 相談で

スタッドレスタイヤ ホイール無し新品
205－55－16インチ 6万円

婦人用ゲタ
つまかわ付
　新　品 相談で

ベビーベツド 　　2台65cm×115cm 1，000円

学　　習　　机 椅子付女性用 相談で

50ccスクーター 中　古 3万円
／／ 新品同様

ホンダパル 3万円

鉄　製　ソ　リ 133cm×50cm 無　料

ゆずってください…一

除　　雪　　機 相談で・

小型耕運機 豆トラ ノ／

手織織り機 3～4機 ／／

子供用ブランコ 屋外用 ノノ

女性用自転車 24インチ 3，000円

キッズコンピューター ピコ 相談で

ベ　ビーカ　ー ／ノ

サロンベッド
ビニール式
折りたたみ 無　料

陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
）
雛
参
加
費

H
3
百
円
霧
問
合
せ
H
総
合
体
育
館

〈
第
2
9
回
少
年
野
球
大
会
〉
　
霧
日
時
H

8
月
3
日
㈹
、
4
日
㈲
場
所
H
総
合
公
園

野
球
場
、
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場
籔
チ

ー
ム
編
成
H
市
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象

に
同
一
町
内
で
編
成
（
た
だ
し
、
同
一
町
．

内
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は
隣
接
町
内
で

の
編
成
可
）
獲
参
加
費
”
ー
チ
ー
ム
2
千

5
百
円
霧
申
込
み
H
7
月
1
7
日
㈱
午
後
5

時
ま
で
に
総
合
体
育
館

　
平
成
8
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率

が
、
下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
8
年
度
の
保
険
料
は
、

条
例
に
基
づ
き
算
定
し
た
結
果
、
一
人
当

た
り
平
均
で
7
7
、
6
7
4
円
（
対
前
年

比
2
・
3
3
％
の
増
）
、
一
世
帯
当
た
り
平
均

で
1
8
6
、
2
0
2
円
（
同
0
・
7
6
％
増
）

に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国
保
係

　
へ
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
保
険
料
率
表

こんな計算で

保険料が決まります

区　　分 8年度 7年度
所　　　得　　　割 5．20％ 4．95％

資　　　産　　　割 51．50％ 52．30％

被保険者別均等割 26，800円 26，100円

世帯別平等割 26，200円 25，900円

1人当たり平均保険料 77，674円 75，905円

1世帯当たり平均保険料 186，202円 184，804円

◆世帯の中の国保加入者・・・・・・・・……・2人

◆営業所得　・・・・……・・…・・・………200万円

◆固定資産税額（土地・家屋）

　　　　　　・……・・……・・・・・・…45’000円

①所得割
　　　　　　　　基礎控除
　　（200万円一33万円）

　　　　　　　　×5．20％二86，840円

②資産割

　　　45，000円×51．50％＝23，175円

③被保険者別均等割

　　　　　2人×26，800円＝53，600円

④世帯別平等割　　　　　　26，200円

※合　計

　　　①＋②＋③＋④＝189，800円

　　　　　　　　（100円未満切り捨て）
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響…劉
灘購

翻

ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑫

回
国
供
養
灘

雛
灘
編
叢
灘
雛

　
何
気
な
く
歩
く
路
傍
を
注
意
し
て

見
歩
く
と
、
写
真
に
見
る
よ
う
な
石

碑
が
目
に
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
写
真
の
碑
は
今
か
ら
二
百
六

十
四
年
前
、
享
保
十
七
年
に
水
沢
の

富
井
喜
右
衛
門
と
い
う
人
が
六
十
六

部
の
旅
を
終
え
て
建
て
た
も
の
で
す
。

　
六
十
六
部
は
詳
し
く
は
「
日
本
回

　
だ
い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん

国
大
乗
妙
典
六
十
六
部
納
経
聖
」

と
い
い
、
六
部
と
も
略
称
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
六
部
の
旅
に
出
る
人
た
ち

は
、
本
来
は
『
法
華
経
』
を
六
十
六

部
書
写
し
、
全
国
六
十
六
か
国
を
回喜右衛門の回国供養塔

っ
て
六
十
六
か
所
の
霊
社
霊
仏
に
一

部
ず
つ
納
経
し
、
滅
罪
の
功
徳
を
得

よ
う
と
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
の
六
部
の
多
く
は
経
典
奉
納

で
は
な
く
、
納
経
札
を
納
め
て
い
た

と
い
わ
れ
、
納
経
す
る
霊
場
も
一
定

し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
市
内
の
回
国
供
養
塔
は
二
十
を
下

り
ま
せ
ん
が
、
単
に
「
回
国
供
養
塔
」

と
あ
る
も
の
も
あ
る
し
、
上
新
田
愛

宕
神
社
境
内
に
あ
る
よ
う
に
「
奉
納

大
乗
妙
典
六
十
六
部
日
本
廻
国
供
養

塔
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
六
部
の
旅
の
多
く
は
二
百
日

を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
が
年
配
者
で
し

た
の
で
、
出
立
に
は
水
杯
を
交
わ
し

た
と
い
い
ま
す
。

　
事
実
、
旅
先
で
果
て
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
部
が

行
き
倒
れ
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
地

元
で
六
部
塚
を
建
て
て
供
養
し
ま
し

た
。
四
日
町
に
は
宝
暦
十
四
年
に
建

て
た
「
六
部
塚
西
国
四
国
供
養
塔
」

と
刻
ん
だ
碑
が
あ
り
ま
す
。
志
半
ば

に
し
て
果
て
た
六
部
の
碑
で
し
ょ
う
。

　
観
音
霊
場
巡
拝
や
四
国
遍
路
の
旅

は
近
年
も
盛
ん
に
見
ら
れ
ま
す
が
、

六
部
の
姿
は
既
に
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　とおかまあ

　　の
　　磯
　　78慧簾

●
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●
●
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●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　⑫

　　　　　ツルアリドオシ

、いろいろな樹木を観察することができ

につるをひき、白いかれんな花をつけて
　
　
　
　

　
に
す
た
見
長
ゆ
み
て
う
れ
”

は
上
ま

で
地
れ
湿
い
先
房
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謹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ツルアリドオシは、やや湿った林の下に見られる地面をはう小さな常
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3緑の多年草で、花が咲かないと見落としてしまいがちです。小さな葉は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3対生し、初夏のころ、枝の先に長さ15mmくらいの白い筒状の花を2個ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3つつけます。花のもとの子房がゆ合しているので、秋に見られる赤く熟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3した果実の先端にも2個のくぽみができています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　ツルアリドオシの名は、『厚くてかたい常緑の小さな葉が対生し、アリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：をも刺し通す鋭い針をもつという小低木アリドオシ』に外見が似ている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：つる植物、という意味で付けられた和名です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十臼町市民の動き

（6目末日現在）

45，216人（前目比一34）

22，223人（ノノ　ー24）

22，993人（ノノ　ー10）

（前目比一14）12，821

■人ロ
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　女
■世帯数

ホ
ッ
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ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
こ
の
9
月
か
ら
、
市
役
所
に
新
し
い

仲
間
が
加
わ
る
予
定
で
す
。
現
在
イ
タ

リ
ア
・
ト
リ
ノ
市
在
住
の
ア
ド
ゥ
ア
・

カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
さ
ん
で
す
。
彼
女
は
イ

タ
リ
ア
語
、
日
本
語
、
英
語
を
話
し
、

昨
年
1
0
月
十
日
町
市
の
親
善
使
節
団
が

姉
妹
都
市
コ
モ
を
訪
れ
た
際
、
通
訳
と

し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
は
、
姉
妹
都
市
交
流
や

語
学
指
導
、
文
化
交
流
な
ど
の
方
面
で

幅
広
く
活
躍
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

言
葉
だ
け
で
な
く
、
日
本
食
、
日
本
文

化
、
歴
史
な
ど
に
詳
し
い
ア
ド
ゥ
ア
さ

ん
。
外
国
語
の
苦
手
な
人
で
も
友
達
に

な
れ
る
こ
と
受
け
合
い
で
す
。

　
先
日
打
ち
合
せ
の
た
め
来
市
し
て
い

た
ア
ド
ゥ
ア
さ
ん
は
、
「
十
日
町
の
こ
と

が
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
」
と
の
こ

と
。
「
生
き
生
き
と
し
た
伝
統
と
、
や
さ

し
い
方
々
の
街
」
と
印
象
を
語
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
会
え

る
日
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
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